
別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（ 指宿市 ）        

事  業  名 
令和６年度指宿を自慢できる子どもづくり
事業 
発見！いぶ好き探検隊～開聞岳への挑戦～ 

実施時期 令和７年３月16日 

趣旨又は目的 

全ての児童生徒に子どもの頃から本市の魅力を体感できる活動に参加してもら
うことで，将来的に本市を自慢することのできる成人の育成，そして保護者・育成
者もこれに帯同してもらうことで本市の素晴らしさを保護者・育成者が認知し，子
どもと共感してもらうことを目指す。 

併せて，本市の社会教育にかかわる者へ活躍の場を与えることにより，指導者と
しての資質向上を図るとともに，社会教育団体の連携強化，それぞれの団体活動内
容の周知，活性化を図る。 

参  加  者 

 

（人 数） 

全体：104名 
（小学生：28名，中学生：８名，高校生：17名，保護者及び指導者：37名， 

スタッフ：14名） 

活 動 概 要 

開聞岳登山は雨天により中止となりましたが，「指宿市考古博物館時遊館COCCO
はしむれ」で指宿市での土器発掘についてのドラマ鑑賞や学芸員による展示説明，
開聞岳の火山噴出物であるオリビン採集体験等を行いました。 
・約1か月前に実施した事前研修会では，開聞岳の歴史や地理的特徴についての学
習や，危険予知トレーニングを行い，参加者一体となって機運を高めた。 
・昼食時は，社会教育関係団体が作ったカレーを参加者全員で食べた。 
・開聞岳登山を実施することは出来なかったものの，事前研修から当日までの活動
をとおして，故郷の魅力を発見・再認識し，故郷を自慢に思える青少年を育成する
ことができた。 

活 動 写 真 

 

[説 明] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

活動写真①：オリビン採集             活動写真②：学芸員による展示の説明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 活動写真③:集合写真 

  



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（  南さつま市  ）       

事  業  名       
 南さつま市少年少女合唱団    

ふれあいコンサート 
実施時期 令和７年３月２３日（日） 

趣旨又は目的 

【目的】 
 郷土を担う子どもたちに幼いうちから芸術文化活動に親しむ機会を与
え、音楽を愛する心を培い、心豊かな人間を育成する。 

令和６年度の活動のしめくくりとして開催し，南さつま市少年少女合
唱団が歌声を披露する。 
 

参  加  者       
 
（人 数） 

・団員       13人 
・指導者       3人 
・保護者      20人 
・南さつま市民  100人      計（およそ130人） 

活 動 概 要       

・ふれあいかせだ いにしへホール １３：３０開場 １４：００開演 

・ふれあいコンサートプログラム 
１ ビバップ汽車ポッポ      ７ この街で 
２ sing             ８ きっといつかはぼくだって 
３ 赤いやねの家         ９ あなたにありがとう 
４ にじ             10 地球の子どもたち 
５ 異邦人 
６ 春よ来い       ※コール・カンナの皆さんも賛助出演 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 
 
 
 
 
 

【合唱の様子】  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【コール・カンナさんと合唱】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【集合写真】 
 
 
 
 

            

  



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

                                                          市町村名（   南九州市    ）       

事  業  名 第３回南九州市校外生活指導連絡会 実施時期 令和７年２月19日 

趣旨又は目的 児童生徒の健全な育成のための学校内外における生徒指導の充実を図ることを
目的とする。 

参  加  者 
 
（人 数） 

76人（小・中・高校の校長・生徒指導主任，ＰＴＡ会長，保護者，行政など） 

活 動 概 要 

「子どものメンタルヘルスの動向と対応 ～ＧＩＧＡスクールの中で子どもの
こころを守るためには～」という演題で，一般財団法人高橋聡美研究室代表の高橋
聡美氏に講演をいただいた。 
 高橋氏は「心の傷は言わないと見えないので，困ったときには相談してと声かけ
が大切である。ゲーム依存による問題も叱らずに，むしろゲームの話をし，どうす
ればいいか一緒に考えるようにする。学校，家庭，地域がくもの巣のようにつなが
って，子供たちがより良い環境の中で育っていただくことが大事である」と話され
ました。 
 今回の講演で，ＳＯＳの出し方や受け止め，自殺予防のための対応など学ぶこと
ができた。 

活 動 写 真 
 

[説 明] 

 

 

「子どものメンタルヘルスの動向と
対応」をテーマにした高橋氏の講演 



別紙様式２ 
 

令和７年 春の「 郷土
ふるさと

に学び・育む青少年運動」における特色ある取組 
 

市町村名（  枕崎市  ） 

事  業  名       令和６年度枕崎市生涯学習フェスティバル 実施時期 令和７年２月９日（日） 

趣旨又は目的 

〇青少年の健全育成の表彰や令和６年度の子供から大人までの枕崎市民の学びを

広く市民に発表する活動、学習成果としての作品展示、子育てや青少年の健全育成

に関する講演等を通して、「豊かな人間性と文化を育む、ゆとりに満ちたまちづく

り」へとつなげていくことを主たる目的として開催した。 

参  加  者       
 
（人 数） 

450人（関係者を含む） 

活 動 概 要       

① 青少年の健全育成功労団体と個人の表彰を行った。 

② 令和６年度の学びの成果を作品の展示や活動発表を通して全体で共有した。 

③ 講演会では、子育てや青少年の健全育成に関連する講演を行ってもらった 

活 動 写 真       
 

[説 明] 

 

   

青少年健全育成の表彰 自主学習グループの発表 自主学習グループの発表 

  

 

親子講演（黒川タツ氏・黒川剛 音楽ユニット「おじさんんと小娘」  

  


